
開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和8年7月10日（金）
� ～7月11日（土）

札幌コンベンションセンター
（札幌市）
定員：各400名
参加費：学会参加費
※詳細は学会HPをご確認ください。

（事前に申し込みが必要です）

【第23回日本うつ病学会総会・第50回日本自殺
予防学会総会 特別合同総会】
[7月10日（金）］
　15：20～17：20
・新・職場のメンタルヘルス対策

福岡大学医学部精神医学教室教授　堀　　　輝
　17：40～19：40
・�労働者の診断書：うつ状態や適応反応症と記載
するとき、受け取ったとき
大阪公立大学大学院医学研究科神経精神医学教授　井上　幸紀

[7月11日（土）］
　9：40～11：40
・医療者のメンタルヘルス

札幌医科大学医学部神経精神医学講座主任教授　河西　千秋
　13：10～15：10
・職場と双極症

名古屋大学医学部附属病院精神科病院助教　小笠原一能
世界精神保健連盟前理事長／こころのバリアフリー研究会理事長

　秋山　　剛
※お申し込みはこちら（学会HP）
https://www.c-linkage.co.jp/
jsmd23-jasp50/index.html

生涯研修� 専門8

運営事務局
コンベンションリンケージ内

（011-272-2151）
Email：
jsmd23-jasp50@
c-linkage.co.jp
※お申し込みは学会HP
からお願いいたします。

令和8年7月12日（日）
12：50～16：50

※詳細は6月号附録にて案内済
第1回産業保健研修会

共済ホール
（札幌市）
定員：400名

※下記ＵＲＬよりお申し込みください
https://x.gd/nGtaV
（事前に申し込みが必要です）

・法規の解説 
北海道労働局労働基準部健康課

・産業保健におけるプレコンセプションケア
　（妊娠前からの健康づくり）

北海道大学大学院医学研究院社会医学分野公衆衛生学教室准教授
　前田　恵理

・職場におけるメンタルヘルス
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院名誉院長

　松原　良次
・職場での熱中症対策

旭川医科大学名誉教授　吉田　貴彦

基礎研修� 後期4

生涯研修
� 更新1・専門3

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和8年7月17日（金）
18：30～20：30

北海道自治労会館
（札幌市）
定員：90名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医に求められる新たな活動指針
　－第14次労働災害防止計画を基に－

北海道情報大学医療情報学部教授・保健センター長
　佐藤　浩樹

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年7月21日（火）
18：30～20：30

留萌産業会館
（留萌市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医活動の実際－職場巡視について－
ＪＲ札幌病院保健管理部長　佐藤　広和

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年7月24日（金）
18：30～20：30

稚内建設会館
（稚内市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医が知っておきたい！これからの化学物質管理
北海道労働保健管理協会産業保健部　相澤　和幸

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
� 更新1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年8月5日（水）
18：30～20：30

ホテル三浦華園
（滝川市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・産業保健現場からみた神経発達症
　－仮想事例を交えて考える－

さっぽろ産業医オフィス・アシスト代表　小林　幸太

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年8月7日（金）
18：30～20：30

岩見沢平安閣
（岩見沢市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・労働衛生保護具の装着について
　－サイズ知っていますか－

中央労働災害防止協会北海道安全衛生サービスセンター
衛生管理士・第１種作業環境測定士　石塚　久美

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 更新2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

日医認定産業医制度研修会開催一覧

◇産業保健部◇

詳細につきましては主催元（下記「連絡先」欄）へお問い合わせください。
＊今後の状況により開催が延期・中止となる場合がございます。
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開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和8年8月7日（金）
18：30～22：30

※詳細は本号附録にて案内
第2回産業保健研修会

ホテル函館ロイヤル
シーサイド

（函館市）
定員：80名

※下記ＵＲＬよりお申し込みください
https://x.gd/1PS6S

（事前に申し込みが必要です）

・DVD研修「熱中症は必ず防げる
－管理と機器・保護具を上手に活用－」

・法規の解説
函館労働基準監督署

・自律的化学物質管理及びアスベスト・低線量放射線曝露問題
北海道産業保健総合支援センター所長　森　　　満

・産業医活動の実際－職場巡視について－
ＪＲ札幌病院保健管理部長　佐藤　広和

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和8年8月19日（水）
14：00～16：30

北海道自治労会館
（札幌市）
定員：90名
（事前に申し込みが必要です）

・健康情報の取り扱いと法
株式会社ビスメド代表取締役社長　林　　幹浩

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修�専門2.5

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年8月20日（木）
18：30～20：30

釧路市生涯学習センター
まなぼっと幣舞

（釧路市）
定員：60名
（事前に申し込みが必要です）

・改正労働施策総合推進法による治療と
仕事の両立支援の努力義務化
北海道労働保健管理協会医療本部長　飯田　和久

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 更新2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和8年8月22日（土）
15：00～18：00

札幌市産業振興センター
技能訓練棟

（札幌市）
定員：40名
参加費：3,000円
(事前に申し込みが必要です）

・産業医のためのSST
北里大学北里研究所病院　高橋　　恵

※お申し込みはこちら（SST普及協会北海道支部HP）
https://news.jasst.net/hokkaido

生涯研修� 専門3

SST普及協会
北海道支部
お申し込みはHPにて

令和8年8月23日（日）
10：00～17：00

※詳細は本号附録にて案内
第14回産業医学実践研修会

札幌グランドホテル
（札幌市）
定員：150名

※下記ＵＲＬよりお申し込みください
https://x.gd/CUB5j

（事前に申し込みが必要です）

・職場における身体活動・運動の進め方
健康教育推進研究所長　江口　泰正

・騒音障害防止のための騒音測定と耳栓の装着
産業医科大学産業保健学部安全衛生マネジメント学教授

　東久保一朗
・高年齢労働者の特性に配慮した健康管理

産業医科大学産業生態科学研究所助教　松垣竜太郎

基礎研修� 実地6

生涯研修� 実地6

※2時間×3コマ

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和8年8月27日（木）
18：30～20：30

北海道自治労会館
（札幌市）
定員：90名

（事前に申し込みが必要です）

・定年延長と職場のメンタルヘルス
医療法人資生会千歳病院認知症疾患医療センター長

　中野　倫仁

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたものです。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の
修得が必要です。
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